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＜連絡事項＞
・入社式のお知らせが出ています。詳細は各自WIZ掲示板にて確認してください。
＜患者様連絡事項＞
・助川　節子様～浮腫持続しており尿量少ない為、側管より4時間かけてフロセミド(20)1A+YDソリタT3 500mlを本日より4日分処方となる。また、また、3/30に採血施行指示あり。
・東野　愛様～祖母様の四十九日が4/20の為、それ以降で外出泊訓練行っていく事となる。また、携帯電話使用許可あり。後日充電器と私物持ち込みの誓約書を持ってくる事となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。他者とは一定の距離保てており、容姿についての話し掛けや私物要求は目立たない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。やや表情の冴えなさあり、朝食摂取後は自室で過ごし、内服は声掛け行っている。昼食後薬は自ら内服に来られ、日課に遅れはない。対面時は穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
























引き続き早期の処遇改善を目指し、看護
＜要注目患者情報＞
・奥瀬　一彦様～ドアノブ弄りや帰宅要求、粗暴行為はなく、静かに座って過ごされている。各食全量摂取。内服もスムーズ。妄想発言聞かれるが対面時穏やか。
・八木田　勝則様～起床時、外出希望聞かれ説明するも、徐々につじつまの合わない話になり、声を荒げて話す事あり介入。粗暴行為はない。日中は上記の訴えなく対面時も穏やかだが、眼光の鋭さ見られている
・安達 貴浩様～起床時、ティーパックを他者に提供しており、物のやり取りは禁じられている事を、改めて説明しているが自省出来ないでいる。病棟移動に関しての訴えはない。
　　　　　　　　
・杉澤　恵子様～受傷部位の疼痛訴えはなく、移動は車椅子を使用。不機嫌さなく対面時穏やか。家族様持参のヘッドギア装着するが、不満の訴えはない。
・橋本　芙美子様～12:16夫様付添いにて東Cユニット5号室に医療保護入院となる。血圧高値だが自覚症状や不調の訴えはない。他バイタルサイン異常なし。昼食全量摂取。服薬スムーズ。帰宅要求や不穏さはない。疎通良好で穏やか。
・助川　節子様～体温37.2～36.5℃で経過。酸素マスク外しなく、酸素飽和度99%で経過している為、10:00酸素5L→3Lへ減量。以降も酸素飽和度低下無く経過。自発語や独語無いが、声掛けに対し返答聞かれている。
・飯岡　裕子様～各食1/2～1/3摂取。血圧高値続いているが、自覚症状の訴え無し。他バイタルサイン異常無し。視野の異常訴え続いている。

＜田名部Dr診察情報＞
・長嶺　孝様～4月から外泊訓練を開始し、退院支援を進めて行く事となる。OT導入指示。
・村山　公基様～OT導入指示。今回の入院について「妻に許してもらいたい」と訴える。
　　　　　　　　段階を踏んで話ができる機会を作っていく事としている。

・山中　美穂様～退院日、初外来日の説明を受け、了解する。退院時処方あり。
・見付　龍矢様～LINE使用の希望があり、母様とのみ使用可となる。自己管理は不可。
・林　田鶴子様～外泊と退院日について説明を受け、了解する。
初外来：R2.4.8(水)12：30で予約済。
・杉澤　恵子様～転倒に注意する様、説明を受けている。終始穏やかに診察を受けている。
　　　　　　　　作業療法は、体調が回復するまで見送りとする。
・安達　貴浩様～病棟移動や現在の環境への不満等を訴えるが、執拗さや苛々なし。「自業自得だ」等の発言が聞かれている。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：3月26日　12:16　

  氏　　名：橋本　芙美子（はしもと　ふみこ）様

　生年月日：昭和20年12月28日　74歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　主治医　：金Dr（サポート：田名部Dr.）

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

　現在夫と2人暮らし。H27年頃から認知機能の低下や物忘れ、被害妄想、嫉妬妄想等の症
状が出現。徐々に精神症状は悪化し、夫が浮気をしていると話したり、夫に対して物を投
げつける行為や暴言等の症状が悪化。その後、H31年高齢者支援センター瑞光園の訪問が開
始となる。夫様が精神科受診に対して強い抵抗を示していたが、H31年4月みちのく記念病
院を受診。同院にて入院治療を勧められるが、夫様が自宅療養を希望されたことにより、
治療は開始されず。その後要介護2の判定を受け、2月末より訪問看護を導入。以降も徐々
に上記症状が悪化し。本人が興奮して暴れる事に対して耐え切れなくなった夫様が本人を
叩く等の暴力行為に至った経緯もあり。（本人の眉間と口角周辺に内出血あり）

　現在は神奈川県在住の長女が帰省し、近隣でホテル住まいをしながら、夫様の介護をサ
ポートしている。（長女様は本人の妄想対象となっている為、同居しての介護が困難な状
態。）

　R2.2.13おっとも脳神経リハビリテーションクリニックを受診。中～重度のアルツハイマ
ー型認知症との診断にて、メマリーが開始となるが症状改善せず。同院紹介にて、本日当
院初診。R2.3.26　12:16東病棟Cユニットへ入院となる。

※業者洗濯
※買い物5千円/月
※1ヶ月程で自宅へ退院予定。1ヶ月程したら病状説明を行う予定。
※R2.3月より不正出血あるとのこと(受診には至らず経過)。金Drよりとりあえず入院時検
査行い経過観察と指示あり。
